
パワーエレクトロニクスの発展とその応用

情報化社会を安定した電源で支えるUPS(無停電電源装置)
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UPS統合監視

JPl*などの統合監視ソフトウェアを用いることによって

UPSの監視と設定を行うことができ,システムの自動運用

が可能となる｡
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スケジュuル運転と各機器の電源オンオフの

タイミンクコントロールが可能

HlVERTER-07シリーズ(1～10kVA)
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注:略語説明など

UPS(UninterruptiblePower

Supply;無停電電源装置)

JPl(システム運用管理ソフト

ウエア)

SNMP(SimpleNetwork

ManagementProtocol)

*JPlは,日立製作所のわが

国における登毒泉商標である仁

ネットワークをサポート

する汎用UPS(川VERTER-

07シリーズ)

サーバ側にUPS監視ソフト

ウエア｢パワーモニタH+をイ

ンストールすることにより,

UPSは,UPS本来の機能は

もとより,クライアント･サ

ーバシステムのネットワーク
機器の一部として,システム

のスケジュール運転などの自

動運用を可能とする｡

急速に進む情幸馴ヒ社会の中で,コンピュータシステムの形態もダウンサイジンクとネットワーク化が進み,その電源である

UPS(無停電電源装置)に対するニーズも大幅に変化してきた｡中でも,ネットワーク対応機能を持つ小容量汎用UPSは,サー

バなどの需要の拡大に呼応して着実に増加している｡一方,中･大容量機では,コンピュータのダウンサイジングによってシ

ステム容量が低下の傾向にあり,電子情朝の価値が大きくなるにつれて,給電信頼性をさらに高めた100kVA以下の中容量産

業用UPSへのニーズが高まってきている｡

日立製作所は,このニーズにこたえて,SNMP(SimpleNetworkManagementProtocoりなどのネットワーク対応汎用UPS

"川VERTER-07”を1～10kVAまでラインアップし,幅広い範囲でネットワークシステムに対応している｡さらに,システム運

用管理ソフトウェア(JPlなど)により,UPSと情報がネットワーク上で一体化することでシステムの自動運用を可能とした｡ま

た,中容量機では,｢トランスレス方式+の採用によって小型･軽量･高効率を実現するとともに,全ディジタル制御による信頼性

の向上を図り.保守情報などのサービス機能を充実した｢HlV巨RT巨R-777Eシリーズ+を20～100kVAまでラインアップした｡

はじめに

UPS(無停電電源装置)は,(1)入力交流を直流に変換

する整流器,(2)直流を安定した交流に変換するインバ

ータ,および(3)停電時に直流をインバータに供給する

蓄宅地で構成され,瞬間的な停電も許されないコンピュ

ータなどには不吋欠な装置である｡

■■ち引豊能スイッチング素子であるIGI∋T(InsulatedGate

Bipolar Transistor)の適用と,入出力波形の瞬時佃制御

技術の進歩によってUPSの性能は1990年代に画期的に向

上し,コンピュータなどの負荷機器に対するUPSの電源

品質は理想に近いものとなった()口立製作所は,1～

1.000kVAまでのUPSにIGBTを採用し,人力高調波を低

減したPWM(Pulse Width Modulation)整流器と,きれ

いな正弦波電圧を出力する瞬時値制御インバータを全シ

リーズにわたって適用している｡

黄近では,UPSに対するユーザーのニーズが,さらに

高い給電信頼性,省エネルギー,およびネットワーク対

応こに代表されるインテリジェント化に移行している｡

ここでは,このニーズにこたえるために開発した中容

量UPSと小容量汎用UPS(HIVERTER-777Eと07シリー

ズ)の,製■記lコンセプトおよび特徴について述べる〔J

2二享
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小型･高効率HlVERTER-777Eシリーズ

2.1製品コンセプト

ダウンサイジングによってコンピュータの竜源容量は

大幅に低減し,谷呆が100kVA以下のコンピュータシス

テムが増加している｡HIVERTER-777Eシリーズは,こ

のコンピュータ用の電源をターゲットに,ユーザーの導

入メリットに焦点を当てて開発した巾容量UPSである｡:

製品の開発コンセプトを図1に,仕様を表1にそれぞれ示す｡ノ

HIVERTER-777Eシリーズの製ポーコンセプトを実現す

るために,以‾‾卜▲のことを実施した｡

(1)｢トランスレス方式+の採川

(2)回路部J占の最小化と長寿命占占の抹川

回路合理化による部砧削減を徹底し,信栃性の向上と

′ト型化を図った｡さらに,長寿命部品を採用してライフ

サイクルコストを低減した｡

(3)仝ディジタル制御

H立製作所の高性能RISC(ReducedInstruction Set

C()mputer)マイコンを用いて制御IuI路を全ディジタル化

することにより,部品点数の削減を行い,信頼件の向_L

コンセフ ユーザーメリット

回

環境に優しい

小さ〈て軽い

メンテナンス性

の向上

電気代の節約

蓄電池容量最小化

吉性能蓄電池の採用

●入力高調波電流の低減

t蓄電池質量の低減による
廃棄費用の削減

高調波抑制ガイドライン

対策不要*

規格型エレベーター対応

小型:奥行き750mm

設置スペースの低減

搬入工事費の削減

●長寿命部品の採用
(電解コンデンサ,冷却扇など)

●保守部品交換費の低減

ライフサイクル

コストの低減

温度条件を加味した保守

部品交換時期表示

保寺時期の最適化による

信頼性の向上

過電流耐量の向上

(180%,2秒間)

高楼甫巨

高性能
●耐震性を試験で検証

●UPS給電継続性の向上

状態表示機能の充実

データロギング機能の酎ヒ

稼動状態の把握容易

車軸寺の復旧の迅速化

給電信頼性の

向上

注:*通商産業省の高圧または特別高圧で受電する需要家の高調波抑制

対策ガイドライン

図1HIVERTER-777Eシリーズの開発コンセプト

ライフサイクルコストの低減と給電信頼性の向上を実現した｡
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表1HIVERTER-777Eの主な仕様

単相出力機および三相出力機をラインアップした｡

項 目 仕 様

出力相数･線数 単相2綿 三相3線

UPS方式 常時インバータ給電方式(商用待機冗長)

出力容量(kVA) 20l30l40l50 20l30L40l50い5【100
負荷力率 0.8(遅れ)(0.9も対応可能)

入出力電圧(∨) 200,210(ユーザーの指定による)

入力相数･線数 三相3線

バックアップ時間(mi[) 5｡10,30(ユーザーの指定による)

蓄電池種類 シール鉛蓄電池(MSE,UP-A.∪トC)ホ

保守バイパス回路 本体に内蔵

注:*UP-A,UP-Cは､UPS専用シール鉛蓄電池

と応機能化を凶った｡

2.2 トランスレスUPSの実現

二相川力のUPSはこれまで,1口1蹄_Lの制約や凶路の対

地電位の一女走化と漏えい電流低減のために,主回路をJIl

カトランスで絶縁,変拝する必要があった｡しかし,こ

の射手器は質量･体積が人きく,小型･軽量･高効率の

ネックとなっていた｡この課題を解決するために,この

UPSでは,V柿線トランスレス方式を採用した｡従来の

二相ブリッジ方式とⅤ結線方式の比較を表2にホす｡

Ⅴ結線‾方式は,単軸ハーフブリッジ回路を三相に展開

した構成である⊂〕二相のうち1相を共通電位とし,この

粕を基準に直流回路櫨位が一定となるように整流器を制

表2 UPSの主回路比較

∨結線トランスレス方式ではスイッチング素子数も低減でき,

高効率化が可能である｡

三相ブリッジ方式 ∨結線トランスレス方式

整流器 Pインバータ

回路構成

A上土 AAA
入力

0....〝11
′

+真空トルテ7ア蓄電池

出力

出力トラ

チアア
N

リ

直流

整流器

Pインバータ

⊥
入力

A A 上土

出力

0...........｢m

/
/

.kりL

アクトル

安定化固定

ア
コモン相

路

アア
N

昇圧

各

電池

素子耐圧

(200V回路)

600V

(PN間360V)

1,200V

(PN間660V)

スイッチング

素子数

整流器6

インバータ6 計12
整流器6

インバータ4 計10

出力

トランス

必要

(直流ラインと出力問に発生

する電位変動除去のため)

不要

(コモン相によって電位が安定)
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御することによって対地電位を安定化し,トランスレス

で懸念される捕えい電流の低減を図った｡また,この回

路では,整流器とインバータの位相が 一致しない場合,

人力電流と出力電流の差分が直流コンデンサに流れるた

め,コンデンサ布景を人きくしないと直流電圧変動が人

きくなるという問題があった｡この対策として直流安定

化州路を開発し,直流電圧の変動を抑制するとともに,

コンデンサ容昂:の低減を叶能とした｡

今担J採用したトランスレス方式により,20,30kVA

機で約90%,100kVA機で約92%の総合効率を達成し

た｡これは従来機に比べて約3～5%の改善(日立=製作所

従来機比)であり,常時インバータ給電方式のUPSとし

ては業界トップクラスである｡

2.3 サービス機能の充実

このシリーズのUPSでは,システム運用と保守のため

のサービス機能として,ディジタル制御回路に耽り込ん

だ,以卜の情報を｢HノJできるようにしている｡

(1)液晶衣示器の機能

UPSの運転状態や電拝･電流などの計測状態のほか

に,停電時の運転可能時間や保守部占占の交換時期の確認

が可能である｡

(2)保守田パソコンでの情報

UPS保守時にサービス員が保守川パソコンを接続する

ことにより,‾1丁記の保守情報がダウンロードできる｡

(a)運転来雁,停電来歴,障害来雁(それぞれ12と泊二を

記録)

(b)計測情報(1時間ごとの計測データ66日分を言上掠)

(c)トレースバックモニタ(これにより,重故障発生時

の各部波形と状態を記録し,迅速な障害復旧を実現)

ネットワーク対応

｢HIVERTER-07シリーズ+

近年のコンピュータの小型･分散化によってクライア

ント･サーバ形式のネットワークシステムが企業の業務

体系の中核を担うようになり,分散設置されたサーバと

クライアントの電振バックアップ用として′ト容量汎用

UPSへのニーズが急激に拡大している｡さらに現在,ネッ

トワークの人規模化やインターネットの普及によってサー

バでは絶え間ない健全性が1‾袖]▲欠になり,UPSの重要性

がいっそう増している｡このため,さらに′ト型･岳†吉頼化

を進め,ネットワーク対応機能を付加した｢HIVERTER-

07シリーズ+を開発した｡

表3 川VERTER-07の主な仕様

複数台のUPSを連動運転できるので,総出力容量をラインアッ

プ以上に上げることが可能である｡

項 目 単位 仕 様

モデル スタンダード モジュール

(構造) (タワー) (ラックマウント)(タワー)

UPS方式 常時インバータ給電方式(商用待機冗長)

出力容量
kW 0.7 1.05 1.2 2.1 4 8 2.1 2.1 3 8 2.1 3

kVA 1 1.5 1.5 2.5 5 10 2.1 2.1 3 8 2.1 3

入出力電圧 V 100 200 100 200

相数･繚数 単相2線

バックアップ時間min 7 12 10 9 10 22

蓄電池種類 小型シール鉛蓄電池

3.1 ラインアップの充実

このシリーズでは多様化したサーバの電源容量に合わ

せるために,出力容呆は1～10kVA,人Jll力電圧は1001r

と200VのUPSをラインアップした(表3参只てり｡さらに,

ネットワークシステムの省スペース化を凶るために,モ

ジュール構造のラックマウントと,タワー式UPSをライ

ンアップした｡〕このシリーズのUPSでは,変換器部と苗

宅地部をモジュール化することにより,UPSにガが一障

害が発生した場合には,障害モジュールだけを交換する

ことによって交換時問を短縮し,システムのダウン時間

を短縮できる｡

3.2 UPSの構成と構造

首安なデータを管理するサーバに最良の電源品質を確

保するために,常時インバータ給竜■〟式を採用した｡阿

蹄構成を図2に示す｡人出ノJの1相を共通電位とするトラ

バイパス

交流

入力

整流器 直流

電力

貯蔵

インバータ 出力

分岐

1 】

1
1

1

蓄電池

エ 細線昇圧回路

出力1

出力2

図2 UPSの回路構成

出力1,2のオンオフは時間差を設定できるので,サーバとディ

スクアレーのタイミンクコントロールが可能である｡

25



286 日立評論 Vol.82 No.4(2000-4)

表4 パワーモニタHの機能

パワーモニタHの制御･監視機能を示す｡

機 能 機能概略

スケジュール機能

週間･月間スケジュール設定

単一スケジュール設定

遅延条件設定

オートシャットダウン

機能

停電･復電発生時メッセージ

スケジュール運転メッセージ

動作環境･時間条件設定

ステータス

ディスプレイ機能
数値表示･計測値グラフ表示設定

ヒストリ管理機能
ステータスログファイル書込み

イベントログファイル書き出し

UPS一括監視機能 ネットワーク上のすべてのUPSの情報表示

SNMPトラップと 電源障害をSNMPトラップや電子メールで監視

電子メール機能 端末へ送信

ネットワーク機能
ネットワーク上のUPSに対して監視･設定･停

止･遠隔オンオフ

ユーザーコマンド 停電発生時,シャットダウンシーケンスのタイミン

実行機能 グに同期してシェルプログラムを実行

ンスレス回路の採糊と20kHzのキャリヤ周波数での高速

スイッチングによl),小型･軽呆化を図った｡インバー

タにはIGBTで構成するハーフブリッジ回路を,整流器

にはIGBTで構成する昇庄形チョッパ･コンバータ回路

をそれぞれ採用することにより,人力高調波電流を抑制

し,家電･汎用品高調波対策ガイドラインに適合させた｡

3.3 ネットワーク対応機能

UPSに電源管理･監視機能を搭載し,分散設置された

多数のサーバとUPSをJPlなどのシステム運用管理ソフ

トウェアによってネットワークで-▲元管理することで,

システムの自動運用を可能とし,システム管理の省力化

を実現した｡

3.3.1 パワーモニタH

HIVERTER-07シリーズ川の電源管理･監視ソフト

ウェアである｢パワーモニタH+は,サーバにインストー

ルして使用する｡パワーモニタHの機能を表4に示す｡〕

このソフトウェアの特徴は以下のとおりである｡

(1)スケジュール運転で夜間サーバを停止することによ

り,夜間のハッカー侵入防止と省エネルギー化が可能

(2)ネットワーク上でのUPSを含めた統合監視が可能と

なり,システム運用の合理化が図れる｡

3.3.2 SNMPインタフェース

SNMP(Simple Network Management Protocol)は,

※)イーサネットは,富十ゼロックス株式会社の商品名称で

ある｡
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ネットワーク機器を監視するための標準的なプロトコルで

あり,ネットワーク全体を一元管理できる｡HIVERTER_

07シリーズでは,SNMPカードをUPSのオプションスロ

ットに挿入することにより,イーサネット染でつながった

SN九4Pマネージャから,サーバやルータなどのネットワ

ーク機器と同様に,UPSを管坤,監視することができる｡

おわりに

ここでは,新しいコンセプトで開発した中容量UPSと

ネットワーク対応の小容量汎用UPSの,特徴およびユー

ザーメリットについて述べた｡

情報化社会ではますますネットワーク化が進み,UPS

も単なる無停電電源としてでなく,ネットワーク機器の

一部としての位置づけが高まってきている〔)口立製作所

は,このニーズにこたえるために,UPSのいっそうの信

頼仕向上とインテリジェント化を進めていく考えである｡
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